
公認内部監査人(CIA)
Part I／第5回

※アビタスCIA本講座講義資料のため、MUFG CIA受験対策講座の実施回と異なります。
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AR: 監査失敗のリスク



CR: ICがうまく働かないリスク

IR: 経営環境に関連するリスク、勘定そのものに内在するリスク
Gross Riskとも言われる。

RR: 正味リスク(Net Risk)とも言われる



企業価値増大のために



RT: パフォーマンス(成果物)の許容可能な差異







リスク管理







完全性





RMの最終責任

RMの監視

RMプロセスの評価









トレッドウェイ委員会支援組織委員会









RM自体を、企業の戦略や行動と整合させるべき















ERMが有効であるとは・・・

５つの構成要素が存在する

20の原則が機能する



RMに対する社風、価値観の形成



ERMの実行





取締役会の監視・監督

行動規範の設定

社員の管理・育成

Key Point



ERMの実行



Takeしたリスク、 成果物のレビュー







Key Point

何もしない



やめる

リスクテイク



%や$を下げる

第3者に移し替える、シェアする



45G・RM・ICの関連性

CG

RM

IC

企業経営を規律するための仕組み

CGの目的の達成を支える手段

RMを機能させるために必要な
プロセスや措置J-SOXの対象

となるIC



46IR・CR・RR

IC(内部統制)

固有リスク

残余リスク



リスク許容度(Risk Tolerance)

ターゲット リスク許容度(Risk Tolerance)

レストランの宅配サービス 40分以内の配達 30分～50分の配達時間

コールセンターの不在着信

の最小化
着信全体の2％ 着信全体の1%～5%



48監査リスク(Audit Risk)

監査
リスク

監査人はコントロールできない

固有
リスク

統制
リスク

発見
リスク



発見リスク(Detection Risk)

監査人の監査手続に問題のあるリスク



50使命・目標・戦略

目標

使命(Mission)

戦略



Key Point

MC 6-8-1

MC 6-8-7











56

除雪作業を行う会社が、今期の積雪量は非常

に多くなるだろうと予測している。これは以下のどの
リスクに当てはまるか？

A: リスク選好
B: 残余リスク
C: 固有リスク
D: 統制リスク

Key Point



本日の論点

◆ リスクやRMについて

◆ RMに係わる役割

Chapter 6

◎ 1, 3, 7, 8, 

9, 12

◆ COSO-ERM
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